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とうきょうジャーミイ きんようれいはい の ホトバ 
2023ねん 6がつ 23 にち 

アザーンとクルバーン、イスラームのふたつのしょうちょう 
そんけい すべき ムスリム の みなさま！ 

こんしゅう の きんようれいはい の ホトバ では、 イスラーム の ふたつ の しょうちょう で ある アザーン と クルバーン の じゅうようせい に 

ついて みなおして みましょう。 

アザーン とは、 じんるい に たいして アッラー の しもべ に なる ように と いう よげんしゃてき な よびかけ です。 それ は ちからづよい 

タウヒード の こえ です。 いちにち に ごかい、 ムアッズィン は アッラー の ほか に かみ は ない こと、 よげんしゃ ムハンマド ・      

ムスタファ が さいご の よげんしゃ で ある こと を、 ひとびと に おもいださせる の です。 アザーン を とおして わたしたち を しゅ の  

じひ と ゆるし に まねき ます。 アザーン を とおして へいおん と すくい、 あんぜん と へいわ に まねき  ます。 アザーン は ワフダト、 

すなわち ウンマ の とういつせい の せんげん でも あり ます。 わたし たち の じゆう の せんげん で あり、 どくりつせい の しょうちょう 

です。 

「かくしん を もって そのよう に のべる もの は、 らくえん に はいる だろう」1  と ハディース に あらわされて いる とおり、 アザーン 

は らくえん の きっぽう なの です。 

しんあい なる ムスリム の みなさま！ 

イスラーム の もう ひとつ の シンボル は クルバーン です。 クルバーン とは かみ との ちかしさ、 しゅ に ちかづこう と する わたしたち 

の どりょく、 とくしん を えたい と いう ねがい、 かみ の おんちょう を うけよう と する わたし たち の どりょく を さして います。      

クルバーン と は ふくじゅう です。 アッラー（スブハーナ ワ タアーラー）と、 その めいれい に たいする じゅうじゅん を いみ します。   

クルバーン とは ちゅうじつ で ある こと を いみ し、 ぜんのう の アッラー の ごしょうにん を なに よりも たいせつ に する こと を いみ 

します。 クルバーン とは、 しゅくふく の しん の しょゆうしゃ の こと を つね に いしき し、 おもい おこす こと を いみ します。      

クルバーン とは わかちあい で あり、 こまって いる ひと の いえ、 こころ、 しょくたく に、 こうふく と おもいやり を もたらす こと を いみ 

します。 クルバーン とは どうほうあい の こと で あり、 こころ と こころ の あいだ に、 わかちあい と れんたいかん の はし を かける  

こと です。 

しんあい なる しんこうしゃ の みなさま！ 

こんしゅう の きんよう れいはい の ホトバ の おわり に、 たいせつ な こと を おつたえ したい と おもい ます。 クルバーン と いう    

すうはい こうい は、 じぶんじしん が、 あるいは だいり の ひと が、 すんで いる ちいき で おこなう こと が ふかけつ です。 クルバーン 

の じっせん に ひつよう な せつび など が ない ちいき に すんで いる ひと や、 さだめ られて いる クルバーン に くわえて、 こまって 

いる ひと たち にも クルバーン の にく を うけとって もらいたい ひと は、 だいり を いらい する こと も できます。 トルコきょうわこく       

しゅうむちょう ざいだん は、 ほか の じぜんだんたい と どうよう に、 だいり での クルバーン の じっせん を おこないたい と いう きょうだ

い、 しまい の ため に かつどう して います。 れいねん どおり、 ことし も 「クルバーン を わかちあおう、 きょうだい しまい と て を とり

あおう」 と いう よびかけ を とおして、 せかいじゅう の こまって いる ひとびと、とく に カフラマンマラシュ だいじしん の ひがいしゃ と    

なった きょうだい、 しまい に、 みなさん から たくされた クルバーン を とどけ ます。 

ひよう は とうきょう ジャーミイ の ぎんこうこうざ に おふりこみ いただく か、 しょくいん に ちょくせつ おてわたし も かのう です。 ひきかえ 

に りょうしゅうしょ を はっこう いたし ます。 みなさん の ぜんこう を アッラー が うけいれて ください ます ように。 

 
1 Ibn Hanbal, II, 352 


